
第２期広島県県営林中期管理経営計画（案）について 

 

１ 趣旨   第１期広島県県営林中期管理経営計画（平成 26～30 年度）における成果や課題の検証結果を踏まえ，事業地・事業体の確保による安定的な木材生産や，コスト削減・有利販売に重点的に取り組む第２期計画（平成 31～35 年度）を策定する。  
２ 目指す姿 県営林長期管理経営方針に基づき，森林整備及び木材の生産・販売を計画的に実施することを通じて，森林の持つ公益的機能の維持発揮及び木材の安定的な供給が図られることを目指す。 特に，計画期間を通じて，木材生産事業と保育事業を併せた経常利益の確保を目指す。 
 

３ 実施方針 （１）経常利益の確保に向けた取組（コスト削減や有利販売）を継続する。 （２）「ひろしま未来チャレンジビジョン 農林水産業アクションプログラム（第Ⅱ期）」の目標に沿った計画的・安定的な木材生産に取り組む。 
 

４ 施業必要量                               （単位：ha） 区 分 保育間伐 （１回目） 保育間伐 （２回目） 利用間伐 （１回目） 利用間伐 （２回目） 主 伐 計 第２期で 施業が必要 955 45 1,340 0 450 2,790  現時点で 施業可能 955 45 841 0 0 1,841  条件整備に より施業可能 0 0 499 0 450 949 
 

５ 経営改善目標 （１）成果目標 素材生産量の確保  平成 31・32 年度：45,350 ㎥／年 平成 33～35 年度：47,600 ㎥／年 （２）活動指標 事業地の確保    平成 31～35 年度：2,790ha 
 

６ 解決すべき課題と対策 区分 解決すべき課題 対   策 施業（木材生産・保育）

 

【事業地の確保】 ・各事業地の現況把握が必要 ・事業地の条件整備が必要（土地所有者の理解促進など） ・先行調査（次年度以降の施業候補地の現況調査）の推進による施業候補地の確保 ・施業プラン書の早期提示・交渉による土地所有者の理解促進など 【事業体の確保】 ・作業道の作設など，県営林が求める基準に対応可能な請負事業者の確保が必要 ・早期発注や，複数年の事業実施に関する協定締結などによる事業体の確保 ・まとまりのある施業地の発注や生産性の向上により，技術を持つ事業体を確保 【木材生産コストの削減】 ・集材距離が長い施業地では，搬出条件の改善が必要 ・トラックが進入可能な作業道の開設・改良 ・隣接する国有林や民有林と連携した林道などの相互利用・相互接続の推進 木材販売

 

【木材流通コストの削減】 ・仕分け・運送コストの削減が必要 ・民間事業体等との共同集出荷，大ロット化の推進 【有利販売】 ・ヒノキ曲材やスギ材の有利な販売先が必要 

・新たに稼働した県内外の大型製材工場をヒノキ曲材・スギ材の新規販路として活用  -1- 
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７ 事業計画に関する事項 （１） 業務運営に関する方針 区 分 方     針 業務の委託 県営林事業における各業務（調査，路網整備，森林施業，木材販売など）を（一財）広島県森林整備・農業振興財団に一括して委託 マネジメント 体制  県営林管理経営評価委員会において年度実施計画や達成状況を評価し，県営林経営管理会議（県・財団）において事業の進捗を管理 県民理解の 促進  県営林の概要や県営林事業における取組内容，経営状況について，県ホームページなどを通じて定期的に県民に公表  （２）施業ごとの方針 区 分 方     針 保 育 ７齢級（35 年生）までの保育間伐を優先して実施 利用間伐 収益の確保が見込まれる事業地で実施し，併せて路網を整備 主 伐 立木の生長などから主伐適期と見込まれる事業地で実施  （３）事業別計画量 H30 年７月豪雨災害の影響により，H31・32 年度は事業計画量を縮小し，路網が復旧する H33 年度以降は施業必要量の達成に向け事業計画量を増加していく。 区  分 H31 H32 H33 H34 H35 計 木材生産 面積(ha) 340 340 370 370 370 1,790 材積(㎥) 45,350 45,350 47,600 47,600 47,600 233,500 保 育 面積(ha) 200 200 200 200 200 1,000 作業道 延長(ｍ) 55,000 55,000 61,600 61,600 61,600 294,800 
 

８ 収支計画に関する事項   ５年間を通じて，木材生産事業と保育事業を併せた経常利益（⑫）の確保を目指す。                                     （単位：百万円） 区 分 主な内容 H31 H32 H33 H34 H35 計 木 材 生 産 
①売上高 木材販売収入 342 344 369 369 369 1,791 ②生産原価 伐採・搬出等経費 233 233 259 259 259 1,243 ③販売管理費 運搬・販売・調査等経費 169 169 182 182 182 883 ④営業利益 ①－②－③ ▲60 ▲58 ▲72 ▲72 ▲72 ▲334 ⑤営業外収益 利用間伐補助金等 193 184 203 204 204 989 ⑥営業外費用 分収金，森林保険料 71 62 65 66 66 330 ⑦経常利益 ④＋⑤－⑥ 62 63 67 67 67 325 保 育 ⑧販売管理費 保育・調査・管理等経費 70 70 71 72 72 356 ⑨営業外収益 保育補助金等 23 22 22 22 22 112 ⑩営業外費用 立木補償分収金等 4 4 6 4 4 21 ⑪経常利益 ⑨－⑧－⑩ ▲51 ▲51 ▲55 ▲54 ▲54 ▲265 ⑫経常利益 ⑦＋⑪ 11 12 12 13 13 60 ⑬特別損失 公庫償還金等 169 167 164 144 133 776 ⑭純利益 ⑫－⑬ ▲158 ▲155 ▲152 ▲131 ▲120 ▲716 注）単位未満を四捨五入しているため，計算値が一致しない場合がある。  -2- 


